
入札参加者　各位

7営設第2422号

令和7年12月4日

ＮＯ 図面番号

2

3

4

5

免震上部のｺﾝｸﾘｰﾄ強度において､下記のように考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･1Fｽﾗﾌﾞ及び免震支承架台基礎 Fc36 S-15
･2Fより上部の各階ｽﾗﾌﾞ及び1Fより上部の各階立上り Fc24 S-18

設計図書
S-109

設計図書
S-001

合成ｽﾗﾌﾞﾃﾞｯｷ端部仕様において､ｴﾝｸﾛ､小口ﾌｻｷﾞ両方に採用の印があります｡
ｴﾝｸﾛを採用と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

設計図書
S-316

茶室･茶会館の追加基礎梁補強nFG1において､後施工ｱﾝｶｰの埋込長は8dと考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

設計図書
S-316

茶室･茶会館の追加基礎梁補強nFG1において､施工時に撤去･復旧が必要であれば御指示下さい｡

設計図書
S-117

機械式定着の適用箇所が不明です｡基礎大梁上端主筋(全段)の外周部､段差部に見込むと
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

仕上げの撤去復旧が必要です。

福岡県建築都市部営繕設備課長

新福岡県立美術館新築工事設計図書に関する質疑回答書

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

宜しいです。

1

宜しいです。

宜しいです。

金属系アンカーとし、8dとしてください。



ＮＯ 図面番号

9

ｻｯｼ面のﾙｰﾊﾞｰの仕様が立面図ではｱﾙﾐ製､建具表では鋼製と相違しています｡立面図を正と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

設計図書
A-013-1､016-6

前記の質疑に関連して､ｻｯｼ面ﾙｰﾊﾞｰの取付要領が不明です｡

X1-X2A間の内Y2-Y3間が消化水槽です。

宜しいです。

仕上表正とします。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

宜しいです。

6

設計図書
A-306

茶室･茶会館の改修内容23において､土間やり替えとありますが､要領が不明です｡
下記の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･土間ｺﾝ Fc21 S-15 厚みt150
･配筋要領 短辺長辺共にD10@200ｼﾝｸﾞﾙ(躯体取合部 後施工ｱﾝｶｰD10 L=8d+20d@200)

7

設計図書
A-111
S-209

ｱｰﾄｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽの土間下地業について､意匠矩計図と構造図ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄ特記とで相違しております｡
意匠図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

8

設計図書
A-013-1､016-6

宜しいです。

宜しいです。

但しルーバー形状は目隠しアルミルーバーと同様とします。

雑詳細図_部分詳細図（6）外壁：アルミルーバー断面詳細図の通りとします。

10

設計図書
A-008-2･017-6

B1F駐車場 壁仕上が､仕上表 GB-Rtl2.5 +ｹｲｶﾙ板t9､展開図 W3 GB-Rt12.5+多機能ｹｲｶﾙ板 t9です｡
AEP+GB-Rt12.5+多機能ｹｲｶﾙ板 t9と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

11

設計図書
A-011-1

雨水槽 X6/Y1A-2 釜場のようなものがありますが､釜場と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

12

設計図書
A-011-1

消火水槽の凡例がありますが､平面図にありません｡範囲を御指示下さい｡



ＮＯ 図面番号

図面のとおりです。現場にて追加が必要な箇所については適宜、工事監理者と協議することとします。

宜しいです。

階段は不要です。

該当なし。

回　　　　　　　答

1F機械室 展開図 B展開 階段がありますが､平面詳細図にありません｡仕上および寸法を御指示下さい｡設計図書
A-017-14･019-10

18

19

設計図書
A-019-10

機械室･防火ｼｬﾌﾄ･ﾎﾞﾝﾍﾞ庫 柱･梁型の耐火被覆はﾛｯｸｳｰﾙ吹付と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ 宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

17

設計図書
A-08-5･019-10･
017-14

1F機械室 壁仕上 展開図 W2 断熱材50が､仕上表･平面詳細図ではGWﾏｯﾄ50+GB-Rt12.5+LGSです｡
平面詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

16

設計図書
A-011-1

ﾋﾟｯﾄ基準断面図(梁上ふかし部)が下部凡例にありますが､平面図にありません｡必要となる場所を御指示下さ
い｡

13

設計図書
A-011-1

雑水槽等､釜場が無い水槽がありますが､平面図記載の釜場のみと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

14

設計図書
A-011-1

空ﾋﾟｯﾄの仕上は下記の通りと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･床 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて 素地
･壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しのまま
･天井 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しのまま

15

設計図書
A-011-1

ﾏﾝﾎｰﾙ下部 ﾀﾗｯﾌﾟはW400 φ19 @300と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

質　　　　　　　疑



ＮＯ 図面番号

4F機械室 設備基礎は､ｺﾝｸﾘｰﾄ製､天端 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて､立上り ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

25

設計図書
A-019-40

4F機械室② X4通り側 扉の脇に設備基礎のような図示がありますが､寸法の記載がありません｡
建築工事にて見込むものがあれば御指示下さい｡

26

22

設計図書 3F機械室① Y3通り側 間仕切がGB-Ft21+21ですが､防火区画ではありません｡
GB-Rt12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

宜しいです。

23

設計図書
A-008-10･017-63

3F機械室① 巾木が､仕上表 なし､展開図 ﾋﾞﾆﾙ巾木です｡
見込んでも宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

不要とします。

設計図書
A-019-40

4F機械室① 仕上表 嵩上げｺﾝ t140とありますが､平面詳細図･伏図 SL=FL-10です｡
嵩上げｺﾝとなる範囲を御指示下さい｡

24

設計図書
A-008-11･019-40･
S-027

嵩上げ不要です。

宜しいです。

w6500＊ｄ600*h100とします。

20

設計図書
A-018-1

B1F駐車場 1FL下部梁型はﾛｯｸｳｰﾙ吹付 1時間耐火と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ 宜しいです。

21

設計図書
A-008-5･019-10

1F仕上表 消火ｼｬﾌﾄがありますが､平面詳細図にありません｡
平面詳細図 防火ｼｬﾌﾄが該当すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

宜しいです。

回　　　　　　　答質　　　　　　　疑



ＮＯ 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

宜しいです。

宜しいですが、エレベーター工事は建築工事（本工事）です。搬入用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの三方枠はｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事と考えて宜しいでしょうか｡
異なる場合､仕様を御指示下さい｡

28

設計図書
A-045-1

B1F擁壁部分の仕上は下記の通りと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･天端 ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝 素地
･立上り ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地
･排水溝 防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝 素地29

設計図書
S-052

宜しいです。

X6～7/Y1A等 B1F地下二重壁の高さが､展開図･擁壁軸組図･矩計図で相違しています｡
各面･ｽﾊﾟﾝ毎の高さを御指示下さい｡
･展開図 B1FL+2200
･擁壁軸組図 擁壁下部耐圧版下端 B1FL+1500
･矩計図 B1FL+1500(擁壁下部耐圧版下端はB1FL+1650)
    展開図                 擁壁軸組図        矩計図

EVﾋﾟｯﾄの防水は､ｹｲ酸質系塗布防水 C-UIと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

27

設計図書
A-003-2

31

設計図書
A-019-1

設計図書
A-017-3･18-1･S-
050

30

矩計図を正とします。

地下二重壁内部の仕上は下記の通りと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･床 塗膜防水+ﾓﾙﾀﾙ金鏝
･壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地
･天井 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地

宜しいです。

B1階展開図参照ください。

宜しいです。

地下二重壁 点検口がありますが､平面詳細図に記載の無い部分に必要な場合､配置を御指示下さい｡

32

設計図書
A-019-1～9

地下二重壁 内部側 排水経路が不明です｡目皿 SUS φ50 地中梁貫通の上 下部 各水槽ﾍ落とすと考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡

33

設計図書
A-019-1～9



ＮＯ 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

構造伏図を正とします。B1F EPS 床ﾚﾍﾞﾙがSL-1000､FL±0とありますが､出入りする機械室のﾚﾍﾞﾙに合わせてFL-1000と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

34

設計図書
A-019-1･3

B1F EPS1 FL-1000部分に階段がありますが､仕上はｺﾝｸﾘｰﾄ面 塗膜防水と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

35

設計図書
A-019-9

B1F EPS1 Y2C側 壁 AEPとありますが､EPSの為､素地と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

36

設計図書

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

嵩上げ不要とします。

宜しいです。

4F機械室① X5-6間 外壁側ﾌｶｼ壁が平面詳細図 LGS､矩計図 PC板です｡
矩計図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

37

設計図書
A-018-8･019-40

3F EPS2 SL-300 FL±0ですが､嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄt300を見込んでも宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

38

設計図書
A-019-29

3F DS3 Y1B側 壁 AEPとありますが､DSの為､素地と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

39

設計図書
A-019-34



ＮＯ 図面番号

3F X11A～11B/Y4-4A EPS4の床ﾚﾍﾞﾙが､
･伏図 3FL+1300 4FLﾚﾍﾞﾙ記載なし､
･屋上ﾃﾗｽ詳細図 FL-500 FL+2000にﾃﾞｯｷあり(外部となる),
･展開図 CH6250 建具H3000､
･平面詳細図 SL=FL-150 FL±0です｡
3FLの階高及び天井面のﾚﾍﾞﾙ･下地を御指示下さい｡

40

設計図書
S-024
A-023-3･017-62･
019-36

宜しいです。

蓄熱槽･汚水槽･雑水槽 ﾀﾗｯﾌﾟについて､SUSﾀﾗｯﾌﾟと異なる仕様が必要となる場合､御指示下さい｡

41

設計図書
A-011-1

仕上表で2F特別展示室①の床下地 鋼製床組が1.2t対応､特別展示室①(吹抜部)が1.0t対応となっています
が､X6通り中壁面で区分すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

42

設計図書
A-008-7･019-25

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

SL=FL-150で、EPS4はSL=FLとします。天井レベルはSL+1300直天とします。（屋上広場階段の踊り場下となる為。）

SUSﾀﾗｯﾌﾟに統一として宜しいです。

宜しいです。

2F特別展示室①(吹抜部)等のｷｬｯﾄｳｫｰｸの下地鉄骨･吊ﾎﾞﾙﾄ･手摺はSOP塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

特別詳細図を正とします。

宜しいです。手摺のみUUとします。

46

設計図書
A-056-2

L4000

電動ﾜｲﾔｰ巻取式 積載荷重160kg    

0.75kw    

塗装はUPとします。高さは階段図参照ください。

43

設計図書
A-008-7･041

天井伏図で2F特別展示室①に階段下直天とありますが､階段踊場がH=3000で現れると思われます｡階段下段
裏はSOP塗装と考え､下り壁･高さ等納まりを御指示下さい｡

44

設計図書
A-015-12･020-8

天井伏図･矩計図･展開図で2F特別展示室①(吹抜部)に昇降ﾊﾞﾄﾝがありますが､仕様･詳細･塗装の有無･仕様
を御指示下さい｡

45

設計図書
A-015-15･018-1･
017-44

仕上表で2F特別展示室①が床下地 鋼製床組が1.2t対応､特別展示室①(吹抜部)が1.0t対応となっています
が､特別詳細図鋼製床下地では特別展示室①が1.0t対応､特別展示室①(吹抜部)が1.2t対応と食い違っていま
す｡仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

仕上表で2F特別展示室①(吹抜部)に昇降ﾊﾞﾄﾝ･固定ﾊﾞﾄﾝとありますが､天井伏図には昇降ﾊﾞﾄﾝしかありませ
ん｡天井伏図を正と考えて宜しいでしょうか｡固定ﾊﾞﾄﾝが必要な場合､仕様･大きさを御指示下さい｡

47

設計図書
A-008-7･015-15



図面番号

宜しいです。

踏面・蹴込について、モルタルでは乾式下地とし同材としてください

フローリングAｔ15　クッションシートｔ1　合板ｔ12　調整代ｔ2　総厚ｔ30程度　ウレタン塗装としてください

特別展示室①内部階段の踏面はﾓﾙﾀﾙ+溶接金網φ3.2*50*50+ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA､蹴込はSOP塗装と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

49

設計図書
A-20-8

特別展示室①階段詳細図で点字鋲の記載がありますが､各床に300角*3ｹ所必要と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡

48

設計図書
A-020-7

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

設計図書
A-015-11･017-41

平面詳細図で2Fｺﾚｸｼｮﾝ展示室①のX5通り壁仕上げにGW+GWとなっていますが､ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50+50となるので
しょうか｡御指示下さい｡

54

設計図書
A-019-23

図面誤記、GWt50を正とします。

A-089-3雑詳細図_部分詳細図（3）参照ください。

2F特別展示室②の壁端部一方枠はｽﾁｰﾙPL-3.2 164*25 ｳﾚﾀﾝ焼付塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

50

設計図書
A-019-25

2Fｺﾚｸｼｮﾝ展示室②･特別展示室②･③のｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙﾚｰﾙ補強がｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ図では鉄骨+受ﾈｺ+ﾚｰﾙ
ｶﾊﾞｰ､雑詳細図では短手方向はｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙﾚｰﾙ+吊ﾎﾞﾙﾄ+化粧ﾚｰﾙｶﾊﾞｰと食い違っています｡雑詳細図を
正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

51

設計図書
A-058-8･089-3

2F特別展示室③で外壁面建具SW201の上部壁仕上げは､断熱材現しと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

52

設計図書
A-017-41･019-28

宜しいです。

宜しいです。

GB-R12.5＊２枚張りの上AEP（とします。

天井伏図正とします。

仕上表で2F特別展示室③にALﾊﾟﾈﾙｶﾊﾞｰt3とありますが､施工場所･大きさを御指示下さい｡

55

設計図書
A-008-7･019-28

天井伏図で3F特別展示室③のX13～13B･Y2C､X11A～X11B･Y1～1B通りにﾙｰﾊﾞｰ天井がありますが､展開図
ではCH=5000で天井があります｡展開図を正と考え､AEP+石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

53



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

宜しいです。

平面図で2F収蔵庫①､3F収蔵庫③に鉄骨階段がありますが､鉄骨階段+手摺は建築工事､仕上げは収蔵庫工
事と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

58

設計図書
A-011-4･011-5

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

2･3F収蔵庫等で仕上表と特別詳細図 収蔵庫で仕上げが食い違っています｡特別詳細図 収蔵庫を正と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

56

設計図書
A-008-8･043-6

2F前室/収蔵庫①､前室/一時保管庫､3F前室/収蔵庫②③の床仕上げが仕上表は長尺塩ﾋﾞｼｰﾄB t2.0､特別詳
細図ではﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞと食い違っています｡特別詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

57

設計図書
A-008-8･043-6

ピクチャーハンガーは収蔵庫図を参照ください。

１ｔ対応を正とします。

天井伏図正とします。

鉄骨階段+手摺を含み、一式収蔵庫工事（本工事）とします。

収蔵庫工事（本工事）と考えてよろしいです。

宜しいです。

ピクチャーレールはTAKIYA　70kg [I type] Picture Rail ｼﾙﾊﾞｰ同等とします。

展開図で2F収蔵庫①･3F収蔵庫③に階段+ﾒｻﾞﾆﾝ(中3F･中4F)がありますが､構造図にはｽﾗﾌﾞ及び下地鉄骨
柱･梁がありません｡ﾒｻﾞﾆﾝ(中3F･中4F)は収蔵庫工事と考えて宜しいでしょうか｡建築工事の場合､階段+ﾒｻﾞﾆﾝ
(中3F)の仕様を御指示下さい｡

59

設計図書
A-017-50

仕上表で2･3F収納庫等にﾋﾟｸﾁｬﾚｰﾙ･ﾋﾟｸﾁｬｰﾊﾝｶﾞｰとありますが､施工場所･仕様･大きさ･数量を御指示下さ
い｡

60

設計図書
A-008-8･015-9

2･3F収蔵庫等の床荷重が仕上表は1t対応となっていますが､特別詳細図は500kg/m2と食い違っています｡特
別詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

61

設計図書
A-008-8･043-6

3F収蔵庫②･前室/収蔵庫②･収蔵庫③の天井高が仕上表･展開図はCH=3500､天井伏図はCH3000･3200･
3250･3500､特別詳細図 収蔵庫ではCH=3580と食い違っています｡特別詳細図 収蔵庫 CH=3580を正と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

62

設計図書
A-008-10･015-13･
017-67･043-3

ｻｲﾝ図で参考図となっていますが､建築工事と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

63

設計図書
A-030-1～6



ＮＯ 図面番号

40か所とします。

回　　　　　　　答

64

設計図書
A-030-2

ｗ1200*d180*h3600とします。ｻｲﾝ A-03 出入口看板のW寸法を御指示下さい｡

質　　　　　　　疑

68

設計図書
A-008-4

1F分別室の床､巾木についてｱｽﾌｧﾙﾄ防水に直接塗床仕上のような図示ですが､ﾓﾙﾀﾙの上塗床と考えて宜し
いでしょうか｡異なる場合は納まりを図示にて御指示下さい｡

69

設計図書
A-021-6

1F分別室のｱｽﾌｧﾙﾄ防水の仕様はE-2と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

70

設計図書
A-008-5

ｻｲﾝ F-01 独立案内板の数量を御指示下さい｡

65

設計図書
A-030-5

1F監視室等のAW101のｽﾁｰﾙ額縁の見込が建具表では125，平面詳細図では780程度と相違しています｡平面
詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

66

設計図書
A-019-11･016-9

1F宿直室A等の外壁ECP面のｸﾞﾗｽｳｰﾙはt=50､24kg/m3と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

67

設計図書
A-019-11

設計図書
A-008-5･017-34

71

不要と考えてよろしいです。

1Fｶﾌｪ･ﾚｽﾄﾗﾝの壁仕上がAEPと天然木練付板の2種類ありますが､展開図で使い分けが不明です｡標準詳細
図では天然木練付のですので全て天然木練付板と考えて宜しいでしょうか｡AEPがある場合はそれぞれの範囲
を明確に御指示下さい｡

仕上表で1F輸送展示ｽﾀｯﾌ控室に手動RSBOXがありますが､窓がありませんので該当無しと考えて宜しいで
しょうか｡有りの場合は設置場所を御指示下さい｡

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

1Fｶﾌｪ･ﾚｽﾄﾗﾝのX13/Y6通の柱型について､平面詳細図では鉄骨柱表しのような図示ですが､展開図ではW1と
相違しています｡展開図を正と考えて宜しいでしょうか｡鉄骨柱表しの場合は仕上と下地を御指示下さい｡

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

72

設計図書
A-019-16･017-34

1Fｶﾌｪ･ﾚｽﾄﾗﾝの天井間接照明(天井段差部)の詳細は部分詳細図(1)のA1に倣うと考えて宜しいでしょうか｡ま
た設置範囲は天井段差部全てと考えて宜しいでしょうか｡異なる場合は設置範囲を図示にて御指示下さい｡

73

設計図書
A-017-34･018-6･
089-1

宜しいです。

A-018-6_矩計図(6)参照ください。

1Fﾄﾞﾘﾝｸｴﾘｱの天井が仕上表･展開図･標準詳細図ではPBt=12.5+12.5+AEP､天井伏図では別途･参考図､矩計
図ではﾌｧﾌﾞﾘｯｸ貼(別途工事)+PBt=12.5+12.5+AEPと相違しています｡PBt=12.5+12.5+AEPを正と考えて宜しいで
しょうか｡天井伏図を正とする場合は参考図とはどの資料を示すのか､矩計図を正とする場合はﾌｧﾌﾞﾘｯｸとAEP
の使い分け､納まりを御指示下さい｡

1F受付･通路(ﾚｽﾄﾗﾝ)の床見切の材質､断面寸法を御指示下さい｡

仕上表で1F受付･通路(ﾚｽﾄﾗﾝ)にRSﾎﾞｯｸｽがありますが､天井伏図には図示がありません｡
窓側に見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

仕上表で1FﾄﾞﾘﾝｸｴﾘｱにRSﾎﾞｯｸｽがありますが､天井伏図に図示がありません｡
窓はありませんのでRSﾎﾞｯｸｽは無しと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

77

設計図書
A-008-5･015-6･
017-34･018-6･
021-15

1Fﾛｯｶｰ(ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ)のﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ側の防火区画がPBt=12.5+12.5となっていますが､強化PBt=12.5+12.5
に読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

78

設計図書
A-019-18

2F総務学芸執務室廻りの天井岩綿吸音板､化粧PBにAEPの記載がありますが､仕上表にはありません｡仕上
表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

79

設計図書
A-008-8･080-1

74

設計図書
A-019-17

75

設計図書
A-008-5･015-6

76

設計図書
A-008-5･015-6

矩計図正とします。ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ貼(別途工事)+PBt=12.5+12.5+AEPとします。

ファブリックは別途なので、一式PBt=12.5+12.5+AEPで計上ください。

宜しいです。

SUS　t5とします。

不要とします。

必要とします。

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

2F総務学芸執務室の一般間仕切のﾎﾞｰﾄﾞが仕上表･平面詳細図ではPBt=12.5+12.5､雑詳細図では強化
PBt=12.5+12.5と相違しています｡PBt=12.5+12.5を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

80

設計図書
A-008-8･019-21･
080-1

M2F総務学芸執務室ﾒｻﾞﾆﾝの床下地が仕上表ではﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20+構造用合板t=20ですが､雑詳細図では
ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押えのような図示です｡ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

81

設計図書
A-008-8･080-1･
080-2

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

雑詳細図正と考えてよろしいです。

2F応接室壁の天然木突板練付はUP塗と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

86

設計図書
A-008-8

2F倉庫B･C･更衣室･ﾛｯｶｰの一般壁ﾎﾞｰﾄﾞが仕上表･平面詳細図･展開図ではPBt=12.5+12.5､雑詳細図では強
化PBt=12.5+12.5と相違しています｡PBt=12.5+12.5を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

87

設計図書
A-008-8･019-21･
017-48･080-1

M2F総務学芸執務室ﾒｻﾞﾆﾝの天井仕上が仕上表では直天､雑詳細図では岩綿吸音板と相違しています｡雑詳
細図を正と考えて宜しいでしょうか｡仕上表を正とする場合は天井の納まりを図示にて御指示下さい｡

83

設計図書
A-008-8･080-1

2F館長室･応接室のﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙの範囲を御指示下さい｡

84

設計図書
A-008-8･015-12

2F館長室･応接室の一般壁ﾎﾞｰﾄﾞが仕上表･平面詳細図･展開図ではPBt=12.5､雑詳細図では強化
PBt=12.5+12.5と相違しています｡PBt=12.5を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

85

設計図書
A-008-8･017-48･
019-21･080-1

M2F総務学芸執務室ﾒｻﾞﾆﾝの階段の踏面はﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄB+ﾓﾙﾀﾙ+溶接金網φ3.2-50*50，蹴込･ｻｻﾗ桁･段裏は
SOP塗と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

82

設計図書
A-080-1

平面詳細図正とします。

モルタル無しとします。

天井伏図参照ください。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

雑詳細図正と考えてよろしいです。



ＮＯ 図面番号 質　　　　　　　疑

93

設計図書
A-019-13

回　　　　　　　答

仕上表で2F倉庫C･更衣室･ﾛｯｶｰに手動RSBOXがありますが､窓はありませんので不要と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

88

設計図書
A-008-8

2F倉庫Cの鉄骨柱型は耐火塗料表しと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

89

設計図書
A-019-21

2F更衣室･ﾛｯｶｰのﾛｯｶｰは別途と考えて宜しいでしょうか｡本工事でしたら詳細を御指示下さい｡

90

設計図書
A-019-21

宜しいです。

1F EPS2の壁仕上が平面詳細図ではAEP､展開図では素地と相違しています｡AEPを正と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

94

設計図書
A-019-13

B1F倉庫A～CのLGS壁のﾎﾞｰﾄﾞはPBt=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

95

設計図書
A-019-7

平面詳細図で2F更衣室･ﾛｯｶｰにﾌﾞｰｽの図示がありますが､別途と考えて宜しいでしょうか｡本工事でしたら詳細
を御指示下さい｡

91

設計図書
A-019-21

2F倉庫①に面する小部屋(FSD239が取り付く部屋)はPSと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

92

宜しいです。

宜しいです。

素地とします。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

増し打ち不要とします。

設計図書
A-019-19

1F EPS2の床がSL-30となっていますが､増打ちｺﾝｸﾘｰﾄにて調整と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡



ＮＯ 図面番号

1FｽﾀｼﾞｵのSLW5のﾚｰﾙ吊材の詳細は部分詳細図3に倣うと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

97

設計図書
A-017-12･018-2･
089-3

嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄ下の断熱材t=50は硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

98

設計図書
A-021-2

特記仕様書⑪ﾀｲﾙ工事にｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り床(美術館ﾄｲﾚ)1200*600がありますが､適用するWCが不明です｡WC
に使うﾀｲﾙは仕上表のFIANDRE ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾎﾜｲﾄ MARAZZI ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽﾄｰﾝﾙｯｸ(t6 1500*750)同等と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

99

設計図書
A-003-2･008-11･
22-1･021-12

B1F倉庫Cの 壁免震EXP.Jが詳細図参照とありますが､詳細図が見当たりません｡改めて詳細図を御指示下さ
い｡

96

設計図書
A-019-8

設計図書
A-004

宜しいです。適用範囲は仕上げ表参照とします。

1F: MWC①･WWC①･UWC①②､巾木の仕様が仕上表(ST巾木H=50 t6 UU)と詳細図WC-01塗装-ﾀｲﾙ(SUS入り
巾木t1.5 2B)で相違しています｡
仕上表(ST巾木H=50 t6 UU)を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1F: MWC①･WWC①･UWC①②､床下地が矩計図(7)と標準詳細図WC-01で相違しています｡
標準詳細図WC-01を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
また､床:大判ﾀｲﾙは接着剤張り(有機系接着剤)と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

100

設計図書
A-008-11･021-12

1F:WWC①他､袖壁端部の枠:St-PLt3.2UUについて､見込:壁厚+20･見付:25と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

101

設計図書
A-022-1

宜しいです。

見込み：ツブシ枠　見付150とします。

仕様はA-037-4_特別詳細図_免震エキスパンションジョイント(4)　④ 外壁ＥＸＰ.Ｊ（免震ウェイブタイプ）参照ください。

寸法はB1階展開図の通りとします。

宜しいです。

吹付とします。但し躯体との密着性を担保できるものであればフォームでも可。

詳細図WC-01塗装-ﾀｲﾙ(SUS入り巾木t1.5 2B)とします。

宜しいです。

102

設計図書
A-008-11･021-12

衛生器具等の取付下地は構造合板t=12と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

103



ＮＯ 図面番号

WCの小便器･大便器･SK部分にﾗｲﾆﾝｸﾞ壁のような書き入れがありますが､仕様が不明です｡下記の仕様で見
込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■面台…ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25･幅は詳細図より判断
■ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁…壁仕上+GB-St12.5+構造合板t12+LGS65･高さは展開図より判断104

設計図書
A-022-1

107

設計図書
A-003-2･022-6

2F:MWC③の小便器横にﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(隔板)のような記載がありますが建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ･建具表にありません｡袖壁と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
また､端部には枠St-PLt3.2UUを見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

108

設計図書
A-016-15･016-29･
022-31

2F:WWC②(BOH)､展開図にﾊﾟｳﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ･化粧鏡のような書き入れについて､
化粧鏡はA展開図よりFX-37と同仕様のｻｲｽﾞ違いと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
また｡ﾊﾟｳﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰについては仕様詳細を御指示下さい｡

109

設計図書
A-022-32

2F:WC②､仕上表の天井高がCH2600ですが雑詳細図_総務学芸執務室(1)よりCH2300に読み替えると考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡

110

設計図書
A-008-11･080-1

1～3F:MWC(BOH)の小便器前に汚垂石を見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
この場合､汚垂石の仕様は特記仕様書:石工事の男子ﾄｲﾚ 山西黒 t25 本磨き 接着工法･奥行はD=600と考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

1F: MWC①･WWC①･UWC①②､廻り縁の仕様が仕上表(塩ﾋﾞ目透かしW=10)と詳細図WC-01塗装-塗装(突付
け)で相違しています｡
仕上表(塩ﾋﾞ目透かしW=10)を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

105

設計図書
A-008-11･021-21

1F:WWC①､ﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾅｰのｶｳﾝﾀｰ仕様を御指示下さい｡

106

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

宜しいです。

厨房/ﾚｽﾄﾗﾝの床について､防水層は断熱材面に直接(保護ﾓﾙﾀﾙは不要)と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
また､防水層はFL+250部分まで立上げ､巾木:床材塗上げはﾓﾙﾀﾙ下地と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡111

設計図書
A-021-5

パウダーカウンターの仕様はNo106にならうとします。

宜しいです。

必要とします。

防水層はFL+250部分まで立上げ､巾木:床材塗上げはﾓﾙﾀﾙ下地と考えて宜しいです。

面台：人工大理石t12とします。ライニング壁仕上は記載の内容で宜しいです。

宜しいです。

天板：人工大理石ｔ１２　側板：メラミン化粧板t20　下地：LGS65　W2013*D400*H1000　とします。

宜しいです。

不要と考えて宜しいです。



ＮＯ 図面番号

厨房/ﾚｽﾄﾗﾝ:ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟの工事区分を御指示下さい｡
※建築工事の場合は仕様詳細を御指示下さい｡

116

設計図書
A-019-17

厨房/ﾚｽﾄﾗﾝ:仕上表に耐火遮音壁:吉野石膏S12･WI同等の指示ですが､使用場所が不明です｡使用する場合
は､範囲と平面詳細図等の修正図を御指示下さい｡

117

設計図書
A-008-5･019-17

3Fｶﾌｪ厨房①②:平面詳細図の壁仕上がUPとAEPの2種類指示があります｡仕上表よりAEP仕上を正と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

118

設計図書
A-008-9･019-32

厨房/ﾚｽﾄﾗﾝ:壁の仕様が標準詳細図(5)と(15)で相違しています｡仕上表より標準詳細図(5)の仕様を正と考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
また､天井仕上が仕上表と標準詳細図(15)で相違しています｡仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡113

設計図書
A-008-5･021-5･
021-15

厨房/ﾚｽﾄﾗﾝ:仕上表の天井廻り縁が12.5の指示ですが､塩ﾋﾞに読み替えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

114

設計図書
A-008-5

厨房/ﾚｽﾄﾗﾝ:ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW200はｽﾃﾝﾚｽ製と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
また､排水溝は防水ﾓﾙﾀﾙ塗仕上(W150*H100)と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

115

設計図書
A-019-17

厨房/ﾚｽﾄﾗﾝの床について､巾木:床材塗上げの天端に見切縁のような書き入れがありますが､仕様詳細を御指
示下さい｡

112

設計図書
A-021-5

別途工事とします。

該当箇所無しとします。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

SUS見切りt1.5 2Bとします。

標準詳細図(5)を正とします。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです



ＮＯ 図面番号

3Fｶﾌｪ厨房①②:塗膜防水は間仕切部分のRC立上りH150部分にも必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

119

設計図書
A-008-9･021-11

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1F授乳室②:床下地が仕上表(嵩上げ)と標準詳細図(鋼製下地)で相違しています｡標準詳細図(鋼製下地)を正
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
仕上表を正とする場合は､標準詳細図の修正図を御指示下さい｡

120

設計図書
A-008-3･021-2

1Fﾗﾝﾄﾞﾘｰ:洗濯ﾊﾟﾝは設備工事と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
建築工事の場合は､仕様詳細を御指示下さい｡

121

設計図書
A-019-11

宜しいです。

宜しいです。

1Fﾗﾝﾄﾞﾘｰ:ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ横にﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝのような書き入れがありますが､別途工事と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡
建築工事の場合は､仕様詳細を御指示下さい｡

122

設計図書
A-019-11

直通階段③階段詳細図:15段目の点字鋲が重なっています｡4ヶ所と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

123

設計図書
A-020-12

直通階段③:天井下地が仕上表(PB12.5+12.5)と階段詳細図(PB9.5+9.5)で相違しています｡仕上表
(PB12.5+12.5)を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

124

設計図書
A-008-11･020-12

避難階段①②③の仕上は､直通階段①の仕上表に倣うと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
また､階段室の床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0は最下階床に使用･最下階以外の床･踏面･踊場は防滑ｼｰﾄ貼と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

125

設計図書
A-008-11･020-17･
020-18･020-19

直通階段①②･避難階段①②③･特別避難階段の階段･手摺は直通階段③に倣い溶融亜鉛ﾒｯｷﾘﾝ酸処理仕
上と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

126

設計図書
A-020-10～22

宜しいです。

宜しいです

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

避難階段③:階段の2F(30段目)がY2A通り側にありますが､2Fの出入口はY1B通り側にあるため出入りが出来
ないように思われます｡修正図を御指示下さい｡

127

設計図書
A-020-19

階段の2FはY1B通り側です。

図面の通り、階段がある部分についてはすべて両側手すりとします。

宜しいです。

130

設計図書
A-020-9

3F研究室･会議室A･B･事務室において､床下地がOAと鋼製下地の2種類になっておりますが､標準詳細図
(10)/3-08より壁際より四周W300の範囲を鋼製下地と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

131

設計図書
A-008-9･008-10･
021-10/3-08

避難階段①②③･特別避難階段･直通階段②:手摺は内側のみ必要､壁側には不要と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡
壁側に手摺が必要の場合は､手摺の範囲を明確に御指示下さい｡

128

設計図書
A-020-10～22

階段室の長尺塩ﾋﾞｼｰﾄは､長尺塩ﾋﾞｼｰﾄBと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

129

設計図書
A-008-11

階段詳細図の通りとします。

下記部屋の柱型が「GB-Ft12.5+12.5 両面貼」になっておりますが､片面貼に読み替えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡
○3F作業室 ○3F会議室B ○3F休憩室
○3Fﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ ○3F事務室 ○3F美術資料室2132

設計図書
A-019-29･31･32

直通階段①階段詳細図:床･間仕切･手摺など平面と断面で位置の相違があり､範囲･仕上が不明瞭です｡明確
に御指示下さい｡

両面張りとします。

平面図では記載を省略している部分もあるため、断面図を正としてください。



ＮＯ 図面番号

設計図書
A-015-13

回　　　　　　　答

3Fｺﾚｸｼｮﾝ展示監視員控室の床仕上が下記の様になっております｡内部仕上表(8)を正と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡
○内部仕上表(8)･･･長尺塩ﾋﾞｼｰﾄB
○矩計図(7)･･･ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄB136

設計図書
A-008-9･018-7

3Fｺﾚｸｼｮﾝ展示監視員控室において､EV2廻りの壁仕上が下記の様になっております｡3階平面詳細図(2)を正と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
○3階展開図(9)/C面･･･W1(GB-Rt12.5+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼)
○3階平面詳細図(2)･･･ECPt60 素地137

設計図書
A-017-70･019-30

質　　　　　　　疑

3F作業室･事務室において､鉄骨ﾌﾞﾚｰｽの仕上が下記の様になっております｡ﾛｯｸｳｰﾙ吹付t30を正と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡
○3階展開図(11)､(13)･･･ﾏｷﾍﾞｴ
○3階平面詳細図(1)､(4)･･･ﾛｯｸｳｰﾙ吹付t30133

設計図書
A-017-72･017-74･
019-29･019-32

3F PS･空調用(搬入用EV横)において､3階平面詳細図(1)のX4通り側に「GB-Ft12.5+12.5 LGS」と記載されてお
りますが､図示はECPになっております｡LGSを正とし防火区画のためGB-Ft21+21(片面貼)に読み替えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

134

設計図書
A-019-29

宜しいです。

3Fｺﾚｸｼｮﾝ展示監視員控室において､3階平面詳細図(2)のX4通り壁にGB-Rt12.5と記載されておりますが､防火
区画のためGB-Ft12.5+12.5(両面貼)に読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

138

設計図書
A-019-30

3Fｺﾚｸｼｮﾝ展示監視員控室･美術資料室2において､見掛りの鉄骨柱がありますが､仕上は耐火塗料表しのまま
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

139

設計図書
A-019-30･019-32

3F PS･空調用(搬入用EV横)において､天井伏図(13)に「29」と記載されておりますが､「19」に読み替えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

135

宜しいです。

ECPを正とします。

宜しいです。

3F学芸倉庫の壁仕上が下記の様になっております｡内部仕上表(9)を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡
○内部仕上表(9)･･･AEP
○標準詳細図(14)/共通-05･･･ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼140

設計図書
A-008-10･021-14/
共通-05

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

宜しいです。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

3F会議室Bにおいて､天井伏図(15)及び3階展開図(4)のX1通りにﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOXが記載されておりますが､窓が無
いため不要と読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

144

設計図書
A-015-15･A-017-
65

3F会議室Aにおいて､X2A通り側の壁下地が下記の様になっております｡3階展開図(3)/A面と同じGB-
Ft12.5+12.5を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
○3階展開図(3)/D面･･･W1(GB-Rt12.5+12.5)
○3階平面詳細図(3)･･･GB-Ft12.5+12.5145

設計図書
A-017-64･019-31

3F会議室Aにおいて､部分詳細図(2)のｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ取付下地金物にSOPが記載されておりますが､見隠れにな
りますので不要と読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

146

設計図書
A-089-2

3F学芸倉庫において､特別詳細図 集密書架(1)に記載されている輪転機は別途工事と考えて宜しいでしょうか｡
建築工事の場合､仕様･詳細を御指示下さい｡

142

設計図書
A-063-1

3F会議室Bにおいて､3階展開図(4)/C面にW2と記載されておりますが､外壁面のためW1に読み替えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

143

設計図書
A-017-65

宜しいです。

3F学芸倉庫において､Y3通り側の壁下地が下記の様になっております｡防火区画のため3階平面詳細図(3)を
正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
○3階展開図(5)/A面･･･W1(GB-Rt12.5+12.5)
○3階平面詳細図(3)･･･GB-Ft12.5+12.5141

設計図書
A-017-66･019-31

宜しいです。

3F休憩室～ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ間の間仕切がGB-Rt12.5+12.5(片面)+GB-Rt12.5(片面)になっておりますが､防火区画
のためGB-Ft12.5+12.5(両面)に読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

147

設計図書
A-019-32

3階展開図(3)/D面･･･W1(GB-Rt12.5+12.5)を正とします。

宜しいです。

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

3Fﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ･美術資料室1において､天井裏のGWﾏｯﾄｶﾞﾗｽｸﾛｽ貼t25が矩計図(4)ではY5～Y7間のみになっ
ておりますが､全面に読み替えて宜しいでしょうか｡否の場合､具体的な施工範囲を平面詳細図にて御指示下さ
い｡

宜しいです。

150

設計図書
A-018-4

3F事務室において､3階平面詳細図(4)に「棚板可動ﾀｲﾌﾟ」と記載されておりますが､別途工事と考えて宜しいで
しょうか｡建築工事の場合､仕様･詳細を御指示下さい｡

151

設計図書
A-019-32

3Fﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ･美術資料室1において､天井鋼製下地の仕様･詳細を御指示下さい｡

148

設計図書
A-008-9

3Fﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､3階平面詳細図(4)に記載されている「ｶﾌｪ造作④･ｶｳﾝﾀｰ②」のｶﾌｪ詳細図が見当たり
ません｡改めて仕様･詳細を御指示下さい｡

149

設計図書
A-019-32

質　　　　　　　疑

アルポリックの一般的な納まりとします。

不要とします。

宜しいです。

不要とします。

回　　　　　　　答

3F美術資料室2の床仕上が下記の様になっております｡内部仕上表(8)を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
○内部仕上表(8)･･･長尺塩ﾋﾞｼｰﾄB
○3階平面詳細図(4)･･･長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA152

設計図書
A-008-9･019-32



ＮＯ 図面番号

157

3F美術資料室2において､3階平面詳細図(4)に記載されている「振れ止めﾁｬﾝﾈﾙ」は別途工事と考えて宜しいで
しょうか｡建築工事の場合､仕様･詳細を御指示下さい｡

3F美術資料室1において､標準詳細図(10)/3-07の床に「断熱材t50」の文言がありますが､図示は見当たりませ
ん｡断熱材は不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

158

設計図書
A-021-10/3-07

3F美術資料室1において､3階展開図(13)/D面及び3階展開図(14)/E面にW2(天然木突板練付 UP)が記載され
ておりますが､3階平面詳細図(4)ではAEPになっております｡天然木突板練付 UPを正と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

159

設計図書
A-017-74･017-75･
019-32

計上不要とします。

必要とします。

宜しいです。

設計図書
A-019-32

矩計図(2)の下記範囲にRC立上りが記載されておりますが､標準詳細図(10)･(11)には見当たりません｡RC立上
りは不要と考えて宜しいでしょうか｡必要の場合､RC立上りの範囲を平面詳細図にて御指示下さい｡
○3F美術資料室2～書庫
○3F美術資料室2～事務室

美術資料室2の家具工事は備品（別途）とします。

155

設計図書
A-018-2･021-10･
021-11

3F美術資料室2において､3階平面詳細図(4)に実線で固定書架･集密書架の様な表しがありますが､別途工事
と考えて宜しいでしょうか｡建築工事の場合､仕様･詳細を御指示下さい｡

156

設計図書
A-019-32

3F美術資料室2の床下地がOAと鋼製下地の2種類になっておりますが､床仕上が長尺塩ﾋﾞｼｰﾄのため､全面鋼
製下地に読み替えて宜しいでしょうか｡否の場合､OA面の施工要領を御指示下さい｡

153

設計図書
A-008-9

3F美術資料室2において､鋼製下地の構成が下記の様になっております｡内部仕上表(8)を正と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
○内部仕上表(8)･･･構造用合板t15+15
○3階展開図(12)･･･ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt20+構造用合板t12154

設計図書
A-008-9･017-73

宜しいです。

宜しいです。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

1F各DS･EPSにおいて､床ﾚﾍﾞﾙが下記の様になっておりますが､床下地は断熱材t50+嵩上げ材(ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰ
ﾑ)+嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄt100とし､嵩上げ材で高さを調整すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
○1F DS1(SL-1000/FL±0)･･･嵩上げ材t850 ○1F EPS1(SL-1000/FL-500)･･･嵩上げ材t350
○1F EPS3(SL-400/FL±0)･･･嵩上げ材t250
○1F EPS4､DS5(SL-600/FL±0)･･･嵩上げ材 t450

164

設計図書
A-019-11･12･15･
17

1F各PS･DSにおいて､床ﾚﾍﾞﾙが下記の様になっておりますが､床下地は断熱材+嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄt100とし､断熱
材の厚みで高さを調整すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
○1F PS1(SL-150/FL±0)･･･断熱材t50
○1F DS2(SL-150/FL±0)･･･断熱材t50
○1F DS4(SL-600/FL-400)･･･断熱材t100

165

設計図書
A-019-10･019-13･
019-17

下記部屋において､平面詳細図に壁AEPの記載がありますが､他のPS･DSと同し素地に読み替えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
○1F PS1
○1F DS1
○2F DS1
○3F PS･空調用

166

設計図書
A-019-10･019-11･
019-20･019-29

1F DS5において､1階平面詳細図(8)に1200*700の基礎の様な表しがありますが､出入口が無いため不要と考
えて宜しいでしょうか｡必要な場合､仕様･詳細を御指示下さい｡

167

設計図書
A-019-17

3F書庫において､内部仕上表(8)には記載がありませんが､天井伏図(13)よりFSW301にﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX(手動)を見
込んで宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

163

設計図書
A-008-9･015-13

宜しいです。

3F美術資料室1～ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ間にあるFSS-301の下地補強は､特別詳細図 外部･内部ｼｬｯﾀｰに倣い､縦材□
-100*50*6.0(両側)+横材□-100*100*4.5 2段と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

160

設計図書
A-019-33･039

3F書庫～ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ間にある防火区画はGB-Ft12.5+12.5 両面貼 LGS+GWと考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡

161

設計図書
A-019-33

3F書庫において､鋼製下地の構成が下記の様になっております｡内部仕上表(8)を正と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡
○内部仕上表(8)･･･構造用合板t15+15
○3階展開図(12)･･･ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt20+構造用合板t12162

設計図書
A-008-9･017-73

宜しいです。

宜しいです。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

宜しいです。

A-050_特別詳細図_内部天井木パネルを参照ください。

同上。

特別詳細図_鋼製床下地の根太鋼に於いて､仕様欄と断面図で形状が相違します｡断面図の30*45*18*t1.2を
正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

173

設計図書
A-041

2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄ･展示ﾛﾋﾞｰの天井木ﾊﾟﾈﾙに於いて､吊材の詳細が不明です｡御指示下さい｡

174

設計図書
A-018-8･018-9･
050

2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄ･展示ﾛﾋﾞｰの天井木ﾊﾟﾈﾙに於いて､吊材の受け下地の詳細･形状寸法･ﾋﾟｯﾁが不明
です｡御指示下さい｡

175

設計図書
A-018-8･018-9･
050

ご認識の通りです。仕様は適宜選定ください。

全面とします。

別紙（S-23～S-30）を参照ください。

1Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾎﾜｲｴ 梁ｶﾊﾞｰの､ｵｰｸ不燃突板ｼｰﾄ面にUC塗装が必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

172

設計図書
A-065

2Fｱﾗｰﾑ弁室①において､内部仕上表(7)に嵩上CO150mmの記載がありますが､2階平面詳細図(9)ではSL-450
になっております｡嵩上CO450mmに読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

168

設計図書
A-008-8･019-27

内部仕上表 下地のLGSに1000PA対応とあります｡LGSの耐荷重性能のことでしょうか｡仕様を御指示下さい｡

169

設計図書
A-008-6他

上記質疑に関連して､仕上表にLGS下地1000PAの記載がある場合､該当する部屋のLGS下地のどこまでを上
記仕様で見込むのか不明です｡
必要となるLGS下地の範囲を図示にてご提示願います｡

170

設計図書
A-008-6他

耐火被覆に於いて､矩計図･平面詳細図に図示がありますが､部分的な記載の為､いずれの耐火被覆仕様を､
どの範囲に使用するか不明です｡
耐火被覆の仕様毎の範囲図等の資料をご提示願います｡

171

設計図書
A-008-1･018-1～
9･019-10～019-41
他

宜しいですが、嵩上げ材(ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ)とします。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

仕様は適宜選定ください。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

雑詳細図_部分詳細図（5）を参照ください。

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ天井ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部分のﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝに於いて､特別詳細図_ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ(2)では､長手方向
の途中にﾎﾞｯｸｽを設置するようになっていますが､雑詳細図_部分詳細図(5)の記載より､途中にはｻﾎﾟｰﾄﾊﾟｲﾌﾟを
設置しています｡中間位置にﾎﾞｯｸｽは不要と考えて宜しいでしょうか｡
中間にﾎﾞｯｸｽが必要となる場合は設置位置を御指示下さい｡179

設計図書
A-053-1･053-2･･
053-3･089-5

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ天井ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部分のﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝに於いて､ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝの製品W巾は矩計図8)･(9)の割付によ
ると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

180

設計図書
A-018-8･018-9･
053-1･053-2･053-
3･089-5

2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞの仕上表より､電動RS-Bを設置とありますが､天井伏図にﾎﾞｯｸｽの凡例の記載がありません｡
X13A通りに電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽが必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

181

設計図書
A-008-6･015-11

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞの天井仕上に於いて､天井ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ端部にｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄｶﾊﾞｰとありますが､取付下地の仕様が
不明です｡御指示下さい｡

182

設計図書
A-018-9

2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞの巾木仕上に於いて､展開図C面に凡例B2とありますが､仕上表よりB1(ｽﾁｰﾙ製入巾木)が正と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

183

設計図書
A-008-6･017-32･
017-33

2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄ･展示ﾛﾋﾞｰの天井木ﾊﾟﾈﾙに於いて､ｵｰｸ不燃突板ｼｰﾄ面にUC塗装が必要と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

176

設計図書
A-018-8･018-9･
050

2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄ･展示ﾛﾋﾞｰの天井木ﾊﾟﾈﾙに於いて､ｵｰｸ不燃突板ｼｰﾄ仕上～吊下地間のH寸法が
特別詳細図_内部天井木ﾊﾟﾈﾙと雑詳細図_部分詳細図(1)/間接照明ﾎﾞｯｸｽ(ﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄ)で相違します｡特別詳細
図_内部天井木ﾊﾟﾈﾙのH=300が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

177

設計図書
A-050･089-1

178

設計図書
A-089-5

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ天井ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部分の遮光ﾙｰﾊﾞｰの形状･寸法･取付下地の詳細が不明です｡御指示下さい｡

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答



ＮＯ 図面番号

St　PL-2.3曲加工　焼付塗装 とします。

A-012_屋根伏図の通り、トップライトが延長する形状となります。

建具枠をY3B外壁にずらすこととします。X11B壁はALPLt3　FUとします。

宜しいです。

矩計図を正とします。

矩計図(3)より､2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ X8･Y4通りの柱型仕上は南北面 ﾀﾞｲﾗｲﾄt6ｵｰｸ突板練付UC･東西面 ｱﾙﾐ複合
板ﾐﾗｰ仕上げt=3と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

189

設計図書
A-018-3

3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ天井仕上に於いて､天井伏図と矩計図(8)で記載が相違します｡天井伏図のGB-
Rt=12.5+12.5+AEP塗装を正し､天井高はH=3500と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

190

設計図書
A-015-13･018-8

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽの仕様が不明です｡ｽﾁｰﾙt=1.6加工 SOP塗装と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

191

設計図書
A-008-6･008-9･
015-11･015-16･
054-2

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞの壁仕上に於いて､展開図A面に凡例W2とありますが､仕上表よりW3(ﾎﾞｰﾄﾞGB-Rt=12.5増張
+AEP塗装)が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

184

ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞのｶﾞﾗｽ手摺に於いて､設置長さが､平面詳細図と特別詳細図で相違します｡平面詳細図の設置範
囲が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

185

設計図書
A-019-24他･052-
1･052-2

3F風除室の天井に於いて､仕上表･標準詳細図(20)/3-05より､H=3000の天井高で､ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰを設置するよう
になっていますが､展開図･矩計図の記載より､3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ天井は直天で､ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ下にｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰを設置す
るようになっています｡3F風除室はH=4000の位置に屋根を設置し､H=3500の位置に天井 LGS+GB-
Rt=12.5+12.5+AEPがあるものとし､屋根の上部の3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ直天範囲にｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰを設置と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

186

設計図書
A-008-9･017-33･
017-62･018-9･
021-20

上記質疑に関連して､3F風除室に屋根を設置する場合､屋根の下地仕様が不明です｡御指示下さい｡
また､ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞから見た､屋根天端の仕上･屋根立下りの仕上が不明です｡天端 GB-Rt=12.5+AEP塗装､立
下り GB-Rt=12.5+12.5+AEP塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

187

設計図書
A-008-9･017-33･
017-62･018-9･
021-20

3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･風除室廻りの壁仕上に於いて､平面詳細図(Y3B通りのX11B･X12)にLGS+GW+GB-
Rt=12.5+12.5+AEPとありますが､外壁面･建具と取り合う位置です｡どのようなおさまりとなるのか､詳細を御指
示下さい｡

188

設計図書
A-019-36

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

設計図書
A-008-6･017-32･
017-33



ＮＯ 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

宜しいです。

 踏面・蹴込について、モルタルでは乾式下地とし同材としてください

 フローリングAｔ15　クッションシートｔ1　合板ｔ12　調整代ｔ2　総厚ｔ30程度　ウレタン塗装としてください

宜しいです。

St　PL-2.3曲加工 焼付塗装 とします。

宜しいです。

宜しいです。前回質疑で､1FX9通り･Y1A～2A間の間仕切に於いて､ﾌﾞﾚｰｽを挟んだ防火区画の片面耐火間仕切のﾎﾞｰﾄﾞの
仕様がGB-Ft=12.5+12.5となっており､片面耐火間仕切 GB-Ft=21.0+21.0に読み替えて良いかと質疑しました｡
他の場所でも､ﾌﾞﾚｰｽを挟んだ防火区画のﾎﾞｰﾄﾞ仕様がGB-Ft=12.5+12.5となる箇所があります｡同様に片面耐
火間仕切 GB-Ft=21.0+21.0に読み返ると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡194

設計図書
A-019-10･019-11･
019-15

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ階段の踏面･踊場はﾓﾙﾀﾙ+溶接金網φ3.2*50*50+ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA 溝2本加工付､蹴込･段裏･ｻｻﾗ
はSOP塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

195

設計図書
A-020-4～6

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ階段の踊場･3FL床面の点字鋲の設置箇所数が不明です｡それぞれ5ヶ所ずつ設置と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

196

設計図書
A-020-5

2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ～ﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄA～展示ﾛﾋﾞｰA間 間仕切壁のﾎﾞｰﾄﾞ仕様に於いて､矩計図(4)より､両面GB-
Ft21.0+21.0となっていますが､両面GB-Ft12.5+12.5の耐火間仕切と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

197

設計図書
A-018-4･019-23･
019-24

2･3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾎﾜｲｴの電動ﾛｰｽｽｸﾘｰﾝの仕様が不明です｡御指示下さい｡

192

設計図書
A-054-2

3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞの電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽに於いて､天井伏図ではX13A通りに凡例の記載がありますが､X12通り
に設置と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

193

設計図書
A-015-16



ＮＯ 図面番号

St　PL-2.3曲加工　焼付塗装 とします。

GB-Rｔ12.5の上ダイライトとします

図面の通り耐火塗装とします。

建具枠の納まりとします。見込みは平面詳細図の通りとします。

天井懐となります。

図面の通り、片面GB-Ft=21.0+21.0します。

St　PL-2.3曲加工　焼付塗装 とします。2F展示ﾛﾋﾞｰA･B･C 電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽの仕様が不明です｡ｽﾁｰﾙt=1.6加工 SOP塗装と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡

202

設計図書
A-008-6･015-10･
015-11･054-2

2F展示ﾛﾋﾞｰA･B･Cの電動ﾛｰｽｽｸﾘｰﾝの仕様が不明です｡御指示下さい｡

203

設計図書
A-054-2

2F展示ﾛﾋﾞｰAの壁仕上に於いて､柱型のﾀﾞｲﾗｲﾄ下地はGB-Rt=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

204

設計図書
A-017-57･019-23

2F展示ﾛﾋﾞｰBのX12通り柱型に下地の記載がありません｡図示通りとし､耐火塗装仕上となるのでしょうか｡御指
示下さい｡

205

設計図書
A-019-26

2FﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄA･B･C･Dの展示室ﾄﾞｱ前の凸部ｽﾍﾟｰｽの壁･天井仕上に於いて､上部に天井木ﾊﾟﾈﾙがあり､どの
ようなおさまり詳細となるのか不明です｡詳細を御指示下さい｡

198

設計図書
A-017-57他･019-
23他

2FﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄB･Dに於いて､3FL吹抜となる範囲がありますが､どのようなおさまり詳細となるか不明です｡詳細
を御指示下さい｡

199

設計図書
A-017-42･017-59･
019-35･019-37

2FﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄBの吹抜部壁仕上に於いて､3F平面詳細図より､外壁側のﾎﾞｰﾄﾞ下地が片面GB-Ft=21.0+21.0とあ
りますが､GB-Rt=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡また､成型板面の仕上は素地のままとなるのでしょうか｡
御指示下さい｡

200

設計図書
A-019-35

2FﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄA･B･C･D､2F展示ﾛﾋﾞｰA･B･Cの壁仕上に於いて､ﾀﾞｲﾗｲﾄ上の突板練付仕様が仕上表と平面詳細
図で相違します｡仕上表のｵｰｸ突板練付が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

201

設計図書
A-008-6･019-23･
019-25･019-26

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

同時押えではございません。仕上表の参考品番参照とします。

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水は不要とします。A-064 雑詳細図_バックヤードスロープ参照ください。

ECPt60を正とします。

宜しいです。

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水は必要とします。A-064 雑詳細図_バックヤードスロープ参照ください。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

1F荷解きｽﾍﾟｰｽの床仕上に於いて､平面詳細図にAS防水とありますが不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡

213

設計図書
A-008-4･019-10

1F搬入車庫 ﾃｰﾌﾞﾙﾘﾌﾄ設置用ﾋﾟｯﾄ内の仕上が不明です｡以下の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
●床 ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝素地
●立上り ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修素地
●縁ｱﾝｸﾞﾙ L-50*50*4 SOP塗装214

設計図書
A-048

宜しいです。

回　　　　　　　答

1Fﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ･搬入車庫の床仕上 合金骨材配合強靱床仕上はｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝同時押えの商品でしょうか｡また､そ
の場合､巾木は同時押えができないため､別仕様の塗床となるのでしょうか｡詳細を御指示下さい｡

208

設計図書
A-008-3･008-4

1Fﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞの床仕上に於いて､ｽﾛｰﾌﾟ床面にｱｽﾌｧﾙﾄ防水は不要となるのでしょうか｡
また､ｽﾛｰﾌﾟの仕上が不明です｡詳細を御指示下さい｡

209

設計図書
A-008-3･019-12

1Fﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞの壁仕上に於いて､平面詳細図にECPt60 素地の記載がありますが､仕上表よりGB-St12.5+GB-
Rt12.5+AEP塗装が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
また､1FL-1000～±0のｺﾝｸﾘｰﾄ面は､打放補修+AEP塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡210

設計図書
A-008-3･019-12

1F搬入車庫の床仕上に於いて､階段下にｱｽﾌｧﾙﾄ防水は不要とし､の踏面･蹴込仕上はﾓﾙﾀﾙ下地+防塵塗装､
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ ｽﾃﾝﾚｽ W=35ﾀｲﾔ付が必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

211

設計図書
A-008-4･019-10

1F搬入車庫の壁仕上に於いて､1FL-1000～±0のｺﾝｸﾘｰﾄ面は､打放補修+AEP塗装と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

212

設計図書
A-008-4･019-10

1Fﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ･搬入車庫の床仕上に於いて､ｱｽﾌｧﾙﾄ防水が必要とありますが､標準詳細図の記載では､ｱｽﾌｧﾙﾄ
防水面に直に合金骨材配合強靱床仕上の記載です｡車の乗り入れがあるため､ｱｽﾌｧﾙﾄ防水の上保護ﾓﾙﾀﾙ+
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄt=80が必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

206

設計図書
A-008-3･008-4･
021-6

上記質疑に関連して､ｱｽﾌｧﾙﾄ防水の立上りはFL+300まで(保護ﾓﾙﾀﾙ施工)と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡

207

設計図書
A-021-6

質　　　　　　　疑



ＮＯ 図面番号

不要とします。

不要とします。

宜しいです。

宜しいです。

Brezza　スレンドラインw1200同等とします

宜しいです。

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1Fﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ･搬入車庫の天井仕上に於いて､仕上表と天井伏図で記載が相違します｡天井伏図のGB-
St=12.5+GB-Rt=12.5+AEP塗装が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

217

上記質疑に関連して､壁のｽﾃﾝﾚｽﾊﾟﾈﾙ端部に見切は必要でしょうか｡要となる場合は､仕様･詳細を御指示下さ
い｡

221

設計図書
A-093

1Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾎﾜｲｴ他 柱型の仕上で南北面 ﾀﾞｲﾗｲﾄt6ｵｰｸ突板練付UC･東西面 ｱﾙﾐ複合板ﾐﾗｰ仕上げt=3と
なる箇所の出隅部分に見切は不要でしょうか｡必要となる場合は､仕様･詳細を御指示下さい｡

222

設計図書
A-019-17他

1Fﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ～荷解き場､搬入車庫～荷解きｽﾍﾟｰｽの取合部段差床端部に縁ｱﾝｸﾞﾙL-50*50*4 SOP塗装が必
要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

215

設計図書
A-019-10･019-12

設計図書
A-008-3･008-4･
015-5･015-7

各階非常用EV乗降ﾛﾋﾞｰのAW窓額縁に於いて､建具表の見込寸法は63とありますが､平面詳細図の見込寸法
に読み替えると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

218

設計図書
A-016-12･019-12
他

1F廊下2のﾐﾆｷｯﾁﾝ L=1200の仕様･詳細が不明です｡御指示下さい｡

219

設計図書
A-017-13･019-11

1F廊下1 冷水機台 背面の壁 ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟﾈﾙ仕上がPHとありますが､PHL仕上と読み替えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡

220

設計図書
A-093

1F荷解きｽﾍﾟｰｽの壁仕上に於いて､H=900までのﾎﾞｰﾄﾞ素地仕上のﾎﾞｰﾄﾞ仕様が､仕上表と標準詳細図(6)で相
違します｡標準詳細図(6)のGB-St=12.5素地と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

216

設計図書
A-008-4･021-6

宜しいです。

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

嵩上げ不要とします。

 電動ﾜｲﾔｰ巻取式 L=4000　積載荷重160kg    0.75kw　とします。

4F乗降ﾛﾋﾞｰの床下地に於いて､仕上表では鋼製床組とありますが､構造伏図より床下がりがFL-10とあるため､
ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝下地+長尺塩ﾋﾞｼｰﾄB貼と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

227

設計図書
A-008-11･S-027

3F EPS(X4～5･Y6A通り)の床仕上に於いて､SL-30とありますが､構造伏図よりFL-150が正とし､嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ
を打設と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

228

設計図書
A-019-29･S-024

4F天井伏図 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄの範囲に凡例昇降ﾊﾞﾄﾝとありますが､仕様･詳細が不明です｡御指示下さい｡

229

設計図書
A-015-18･015-19

上記､ﾀﾞｲﾗｲﾄ下地の上､天然木･ｵｰｸ等の突板練付仕上の､壁 出隅部に役物は必要でしょうか｡
必要となる場合は､仕様･詳細を御指示下さい｡

224

設計図書
A-008-5他

2F学芸廊下に於いて､仕上表備考欄にﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙとありますが､天井伏図に記載がありません｡
必要な場合､設置範囲を御指示下さい｡

225

設計図書
A-008-8･015-12

3F廊下1の下り天井に於いて､仕上は化粧GB-Rt=12.5､端部 塩ﾋﾞ製と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

226

設計図書
A-008-10･015-13

ご認識の通りです。

必要です。無垢材□7mmとします。

不要とします。

宜しいです。

壁仕上に於いて､ﾀﾞｲﾗｲﾄ下地の上､天然木･ｵｰｸ等の突板練付仕上とあります｡既製の材料では無く､ﾀﾞｲﾗｲﾄ下
地に木の突板練付を張り､塗装仕上をするものでしょうか｡
詳細を御指示下さい｡

223

設計図書
A-019-18他

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答



ＮＯ 図面番号

234

設計図書
A-304･306

茶室･茶会館は全面改修ではなく内部仕上表に記載されている項目のみの部分改修とし､特記なき限り既存の
仕上と同材にて復旧すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

撤去する仕上材が不明瞭です｡既存の内部仕上表がありましたら頂けないでしょうか｡

235

設計図書
A-304

撤去する既存間仕切の仕様は全て土壁と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

236

設計図書
A-308

よろしいです。

600角は天井伏図を参照ください。積算数量書の残りの数量を450角 として計上ください。

60箇所を正とします。

回　　　　　　　答

展示ｹｰｽに於いて､ｹｰｽの測定に関しては竣工後と思われますが､建築工事範囲内での積算提出と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

232

設計図書
A-060-1～060-15･
061-1～061-5

断熱材に於いて､矩計図より､外壁面･外壁面のｽﾗﾌﾞ下返し･ｽﾗﾌﾞ上等に記載がありますが､図示が無い範囲も
あります｡断熱材の仕様毎の範囲図をご提示願います｡

233

設計図書
A-003-3･018-1～
018-9

宜しいです。測定を含めて工期内で行っていただく見込みです。

外壁内側折り返し部に1000mmとします。

天井点検口に於いて､特記仕様書より､450角と600角に適用の記載がありますが､使い分けが不明です｡天井
点検口A･Bそれぞれの450角･600角の設置箇所数を御指示下さい｡

230

設計図書
A-003-4･A-015-1
～015-20

消火器ﾎﾞｯｸｽのｻｲﾝ箇所数が60箇所とありますが､平面図のﾌﾟﾛｯﾄ数は50箇所かと思われます｡いずれの箇所
数を正とするか御指示下さい｡

231

設計図書
A-011-2～011-6･
030-5

質　　　　　　　疑

別紙（仕上表06,07）をご参照ください。

便所や倉庫の間仕切壁にジュラク吹付、合板仕上げがございます。別紙（仕上表06,07）の既存仕上げ表をご参照ください。



ＮＯ 図面番号

よろしいです。

○耐震補強部分･･･ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt7.5+構造用合板t12

○一般間仕切･･･既存土壁面

下記項目について､調整復旧する範囲･施工要領及び床･壁･天井の下地と仕上を場所毎に御指示下さい｡
○内部仕上表･･･構造補強箇所の内装は既存復旧
○内部仕上表･･･既存復旧を行う天井や汚れの目立つ軒天･柱等の木K部はｱｸ洗いを行う
○改修平面図/共通改修内容(全体)･･･「J 構造補強箇所の内装調整復旧」
○天井伏図/改修内容「洗」･･･耐震補強のため天井の調整復旧を行う箇所

243

設計図書
A-304･306･31

壁の撤去･新設について､内部仕上表/壁には耐震補強部分のみ記載されておりますが､改修平面図/壁詳細
図には「既存土壁除去の上新規京聚楽水捏ね塗仕上」と「既存ﾗﾌﾄﾝｼﾞｭﾗｸ吹付除去の上特殊左官仕上t12.5」
の記載があります｡内部仕上表を正とし､壁の撤去･新設は耐震補強部分のみと考えて宜しいでしょうか｡耐震
補強部分以外に壁の撤去･新設が必要な範囲がありましたら､該当範囲を改修平面図にて御指示下さい｡237

設計図書
A-304･306

既存柱に取り付く付け柱について､下記項目を御指示下さい｡
○仕上塗装の有無･仕様
○樹種･等級
○施工箇所238

設計図書
A-306

天井伏図の部屋名の下に記載されている(7.5尺)や(8.0尺)等は天井高の事と思われますが､数字が読み取れ
ない部屋(入側･寄付･機械室等)があります｡改めて各室の天井高を御指示下さい｡

239

設計図書
A-310

改修平面図/共通改修内容(全体)に記載されている「G 照明器具･ｾｰﾄﾞ更新」は建築工事と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡

240

設計図書
A-306

241

設計図書
A-306

上記質疑に関連しまして､腰張の高さはH900とし､腰上に木製見切縁が必要と考えて宜しいでしょうか｡またそ
の場合､部材寸法･仕上･樹種･等級も併せて御指示下さい｡

242

設計図書
A-306

改修平面図/共通改修内容(全体)に「I腰張全面張替」と記載されておりますが､内部仕上表/腰張に記載されて
いる部屋が該当すると考えて宜しいでしょうか｡またその場合､下地を下記の様に考えて宜しいでしょうか｡併せ
て御指示下さい｡
○耐震補強部分･･･ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt7.5+GB-Rt12.5
○一般間仕切･･･既存土壁面

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

セード更新を建築工事として、電球等の照明器具は電気工事になります。

腰張の高さはH300程度と考えてください。見切りは不要です。

耐震補強範囲外の壁は撤去新設不要です。

○塗装有り、浸透性木材保護塗料

○杉一等

○施工箇所：耐震補強により壁が新設される箇所

入側：7.65～9.0尺

寄付：8.0尺

機械室：11.0尺



ＮＯ 図面番号

土間(X1-X2通り)･勝手土間(X8-X10通り)において､改修平面図に沓脱石の様な表しがありますが､既存のまま
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

246

設計図書
A-306

土間(X1-X2通り)において､改修平面図に記載されている簀子は新設と考えて宜しいでしょうか｡またその場合､
仕様･詳細を御指示下さい｡

247

設計図書
A-306

よろしいです。

寄付において､内部仕上表/腰張に湊紙と西ﾉ内紙の2種類が記載されておりますが､それぞれの施工範囲を御
指示下さい｡

248

設計図書
A-304

西の間他において､電気炉は既存のまま(畳表替えは必要)と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

249

設計図書
A-304

天井伏図/照明H詳細図において､次の間と鞘の間の照明のA寸法が38.78mmになっておりますが､387.8mmに
読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

250

設計図書
A-310

入側(茶会館)において､玄関側(Y2-Y3通り間)の床仕上が現況平面図では板間､改修平面図では畳になってお
りますが､既存も畳とし改修内容は畳表替えと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

251

設計図書
A-305･306

天井伏図に空調制気口(木製ｶﾞﾗﾘ等)修繕が記載されておりますが､修繕とはｶﾞﾗﾘを撤去･新設する事と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

244

設計図書
A-310

下記部屋において､内部仕上表/壁に「耐震補強の上～」と記載されておりますが､改修平面図に耐震補強が
見当たりません｡該当無しと考えて宜しいでしょうか｡必要な場合､施工範囲を御指示下さい｡
【茶室会館】玄関､西の間､鞘の間､次の間
【茶室】広間､入側､茶室､勝手水屋､控えの間245

設計図書
A-304･306

質　　　　　　　疑

電気炉は新設と考えてください。

よろしいです。

既存利用とします。

別紙（展開図45、46）をご参照ください。

よろしいです。

既存板間のままと考えてください。

よろしいです。



ＮＯ 図面番号

勝手土間(X8-X10通り)の天井高が下記の様になっております｡7.5尺を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡
○茶会館 天井伏図･･･7.0尺
○立札席･茶室 天井伏図･･･7.5尺257

設計図書
A-310

立札席において､建具詳細図(2)に記載されている下地隠し材及びｽﾘﾑﾌﾟﾚｰﾄは浸透性木材保護塗料が必要と
考えて宜しいでしょうか｡また樹種･等級も併せて御指示下さい｡

258

設計図書
A-324

入側(茶会館)の戸袋(2箇所)に耐震補強がありますが､内部仕上が不明です｡壁仕上及び天井高を御指示下さ
い｡

254

設計図書
A-304･306

勝手水屋(茶会館)の押入に耐震補強新設がありますが､内部仕上が不明です｡壁仕上は京聚楽壁水捏ね塗仕
上､天井高は7.4尺と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

255

設計図書
A-304･306

質　　　　　　　疑

勝手土間(X8-X10通り)において､畳表替え及び敷瓦敷替えは不要と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

256

設計図書
A-304･306

入側(茶会館)において､内部仕上表/壁が空欄になっておりますが､耐震補強があります｡
京聚楽壁水捏ね塗仕上を見込んで宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

252

設計図書
A-304･306

入側(茶会館)において､天井が全面ｱｸ洗いの上復旧になっておりますが､復旧は雨漏り部分のみと考えて宜し
いでしょうか｡またその場合､復旧の範囲･詳細も併せて御指示下さい｡

253

設計図書
A-304･310

別紙（詳細図24）ご参照ください。仕上げは既存同等と考えてください。

内部仕上げはシナベニア張りとし、天井高は7.4尺でよろしいです。

工事監理者と協議の上、現場にて必要と判断される場合に検討いたします。入札時はないものとして扱ってください。

7.0尺を正と考えてください。

天井伏図の斜線範囲は全面対象です。

よろしいです。杉一等と考えてください。

よろしいです。



ＮＯ 図面番号

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

内部建具／SD-135は建具表(30)で中止となっておりますが､1F建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ／女子WC(ﾚｽﾄﾗﾝ)には図示があり
ます｡建具表にて中止となっておりますので､不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

264

設計図書
A-016-14､016-30

内部建具／SD-138(監視室 屋内消火栓ｶﾊﾞｰ)×1ヶ所が､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝにて避難階段②にも図示があります｡避
難階段②には屋内消火栓はありませんので､避難階段②のSD-138は不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

265

設計図書
A-016-14､016-30

内部建具／GD-301：強化ｶﾞﾗｽﾄﾞｱのｶﾞﾗｽ厚23と記載ありますが､GD-201のように12㎜と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

266

設計図書
A-016-26､016-29

内部建具／下記の姿図に､ﾍﾟﾝｷ下地ｶﾞﾗｽｸﾛｽ貼りと図示ありますが､片面･扉のみ(枠は焼付塗装のまま)と考
えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■SD-201､ SD-202､ FSD-223

261

設計図書
A-016-23､016-24

内部建具／下記の姿図に､展示室側：ﾍﾟﾝｷ下地ｶﾞﾗｽｸﾛｽ貼り､展示室ﾛﾋﾞｰ側：不燃天然木突板ｼｰﾄ貼りと図示
ありますが､扉のみ(枠は焼付塗装のまま)と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■FSD-202､ FSD-213､ FSD-256

262

設計図書
A-016-24､016-31

内部建具／SLW-105(建具表-32)が1F建具ｷｰﾌﾟﾗﾝに見当たりません｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ：ｱｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾙｰﾑの
SLW-101を､SLW-105に読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

263

設計図書
A-016-14､016-32

宜しいです。

質　　　　　　　疑

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

内部建具／下記の姿図に､合板t=12ｻﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ処理WPと図示ありますが､片面･扉のみ(枠は焼付塗装のまま)と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■SD-107､ FSD-106､ WD-103､ WD-104

259

設計図書
A-016-19､016-20､
016-31

内部建具／下記の姿図に､不燃天然木突板ｼｰﾄ貼りと図示ありますが､片面･扉のみ(枠は焼付塗装のまま)と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■SD-121､ SD-213､ FSD-201､ FSD-204､ FSD-206､ FSD-214､ FSD-215､  FSD-219､ FSD-220､ FSD-251､
FSD-252､ FSD-302260

設計図書
A-016-19､016-23､
016-24､016-25､
016-27



ＮＯ 図面番号

3M　ウィンドウフィルムSH4CLAR同等品

宜しいです。

宜しいです。

株式会社パイロシステム　　製品名:パイロスリムウォール 同等品

宜しいです。

框戸(ｻｯｼ工事の扉にｶﾞﾗｽを現場取り付け)とします。

270

設計図書
A-016-21､016-29､
016-31

内部建具／下記の自動ﾄﾞｱは､強化ｶﾞﾗｽ戸(ｶﾞﾗｽ工事)でしょうか｡それとも框戸(ｻｯｼ工事の扉にｶﾞﾗｽを現場取
り付け)でしょうか｡また､詳細図：自動扉ｴﾝｼﾞﾝ図からは判断できませんでしたので､御指示下さい｡
■SSD-101､ SSD-102､ SSD-203､ SSD-204､ SSD-205､ SSD-206､ SSD-303､ SSD-302

271

設計図書
A-016-21､016-25､
016-26､016-28､
016-29､A-042-1､
A-042-2

外部建具／下記の自動ﾄﾞｱは､強化ｶﾞﾗｽ戸(ｶﾞﾗｽ工事)でしょうか｡それとも框戸(ｻｯｼ工事の扉にｶﾞﾗｽを現場取
り付け)でしょうか｡また､詳細図：自動扉ｴﾝｼﾞﾝ図からは判断できませんでしたので､御指示下さい｡
■SSD-102､ SSD-103､ SSD-101､ SSD-104､ SSD-301､ SSD-302､ SSD-303

272

設計図書
A-016-6､016-7､
016-8､016-9

内部建具／ｶﾞﾗｽ面：飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼りのﾒｰｶｰ･品番等の同等品が御座いましたら､御指示下さい｡

273

設計図書
A-016-21､016-26
他

外部建具／ｶﾞﾗｽ面：飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼り(紫外線ｶｯﾄﾀｲﾌﾟ)のﾒｰｶｰ･品番等の同等品が御座いましたら､御指示
下さい｡

274

設計図書
A-016-6､016-7他

框戸(ｻｯｼ工事の扉にｶﾞﾗｽを現場取り付け)とします。

内部建具／SW-104･105･301･108の強化ｶﾞﾗｽ仕様が､種類欄：TMG(高透過)､厚み欄：TP(透明)と異なります｡
ｶﾞﾗｽ仕様は､TMG12+PVB1.52-2.25+TMG12と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

3M　ウィンドウフィルムSH4CLAR同等品

268

設計図書
A-016-28､016-29

内部建具／FSW-101･301･302･303はｹｲ酸ｿｰﾀﾞ層入りｶﾞﾗｽ･1時間耐火壁のFIX窓ですが､ｶﾞﾗｽ一体型･個別認
定品の建具と考えて宜しいでしょうか｡また､ﾒｰｶｰ･品番等の同等品が御座いましたら､御指示下さい｡

269

設計図書
A-016-28､016-29

内部建具／GD-301：強化ｶﾞﾗｽﾄﾞｱ面には､GD-201のように飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼が必要と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

267

設計図書
A-016-26､016-29

内部建具／FSW-303はｹｲ酸ｿｰﾀﾞ層入りｶﾞﾗｽのFIX窓ですが､FSW-301･302のように1時間耐火壁と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

宜しいです。

質　　　　　　　疑



ＮＯ 図面番号

外部建具／AW-302の建具表にて枠見込：52.8と記載ありますが､枠見込：100に読み替えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

281

設計図書
A-016-9

外部建具／AW-B01･102･202･303.401は､ﾌﾟﾘｰﾂ網戸(合成樹脂製)が必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

282

設計図書
A-016-12

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

外部建具／ｱﾙﾐ製建具の性能等級が､特記仕様書と特別詳細図(AW-201)にて下記のように異なります｡特記
仕様書を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■特記仕様書 ････ 国交省C種 S-6､ A-4､ W-5
■特別詳細図 ････ S-5､ A-4､ 1000Pa279

設計図書
A-016-9､036-1

外部建具／AW-201の枠見込が､建具表：125､特別詳細図：100と異なります｡枠見込：100を正と考えて宜しい
でしょうか｡また､AW-101､AW-301も同様に枠見込：100と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

280

設計図書
A-016-9､0361-1

宜しいです。

外部建具／AW-201のｶﾞﾗｽ種類･目隠しﾎﾞｰﾄﾞが､建具表と特別詳細図にて下記のように異なります｡建具表を
正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■建具表 ････ FL8+A12+FL8 (上記質疑より空気層A12)､ 目隠しﾎﾞｰﾄﾞ6㎜
■詳細図 ････ SL6+A12+Low-E5､ FL12+A12+Low-8､ HS8､ FL10+A12+Low-6､
                     HS6､ FL10+A12+Low-8､ FL12+A12+Low-10､ 目隠しﾎﾞｰﾄﾞ10㎜

276

設計図書
A-016-9､036-1

上記質疑にて詳細図が優先される場合は､他のｱﾙﾐ製建具についても建具表ｶﾞﾗｽから他のｶﾞﾗｽに変更となる
と思われますので､新たにｶﾞﾗｽ種類を御指示下さい｡
■AW-302､AW-101､AW-301､AW-B01､AW-102､AW-202､AW-303､AW-401

277

設計図書
A-016-9､016-12

外部建具／ｱﾙﾐ製建具の遮音性は､特別詳細図：ｱﾙﾐｻｯｼ(AW-201)より遮音性T-2と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

278

設計図書
A-036-1

建具表を正とします。

質疑281は建具表を正とします。

宜しいです。

外部建具／AW-201等の複層ｶﾞﾗｽ：空気層が､立面図：A12､建具表：A6と異なります｡立面図のA12を正と考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

275

設計図書
A-013-1､013-2､
016-9､016-12

質　　　　　　　疑



ＮＯ 図面番号

外部建具SS101とします。

287

設計図書
A-016-21､016-28､
016-29､016-31

内部建具／特別詳細図の搬入用EV機械室(4F)にて両開き戸が図示ありますが､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝでは建具符号が
記載ありません｡FSD-405に倣って下記のように考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■FSD-4階  両開き戸W1600×H2000  特定防火設備  防音AT  仕上:UU(焼付)

288

設計図書
A-16-17､16-29､
045-3

特別詳細図 外部･内部ｼｬｯﾀｰにて､ﾚｰﾙ部詳細図にﾚｰﾙｶﾊﾞｰ･三方枠のようなｽﾁｰﾙt=1.6が図示されていま
す｡この納まり･詳細が必要な建具符号を御指示下さい｡

289

設計図書
A-039

宜しいです。

宜しいです。

内部建具／SW(大型ｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ)の枠･方立･ｺｰﾅｰ部などの納まりが判断できません｡
上下･端部：枠あり両面ｶﾞﾗｽｼｰﾙ､方立の縦目地：ｶﾞﾗｽ突合せｼｰﾙ(ｺｰﾅｰ部)と考えても宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡
■SW-103､ SW-104､ SW-105､ SW-302､ SW-301､ SW-108

外部建具／SW(大型ｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ)の工法が､立面図･矩計図･建具表にて下記のように異なります｡ｼｰﾙ接着構
法を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
■立面図 ････ ｺﾏｶﾞﾗｽ工法 (凡例⑨)
■矩計図 ････ ｼｰﾙ接着構法
■建具表 ････ 接着工法

285

設計図書
A-013-1､A-018-1､
A-016-6他

外部建具／SW(大型ｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ)の方立FBのｻｲｽﾞが､平面詳細図：80×160､特別詳細図：75×125と異なりま
す｡詳細図：75×125を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

286

設計図書
A-019-14､019-16､
019-18､035-1他

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

外部建具／SW-110の姿図：斜線部は､ﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙ：ｹｲｶﾙ板t=6.0+AEP塗と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

283

設計図書
A-016-7

外部建具／SW-111の姿図：斜線部は､ﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙ：ｹｲｶﾙ板t=6.0+AEP塗と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

284

設計図書
A-016-8

質　　　　　　　疑

宜しいです。



ＮＯ 図面番号

外部建具／屋根ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄのｶﾞﾗｽ：PW10+A12+FL10について､矩計図(8)(9)のみ｢Low-E仕様｣となっております｡｢
Low-E仕様｣と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

294

設計図書
A-008-1､013-1､
018-1､018-8､034-
1他

内部建具／FSD-321の寸法が､建具表：W1100､収蔵庫詳細図：W900と異なります｡収蔵庫詳細図：W900を正と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

291

設計図書
A-016-28､043-4

内部建具／FSD-407の寸法が､建具表：W900×H2100､収蔵庫詳細図：W1000×H2200と異なります｡収蔵庫詳
細図：W1000×H2200を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

292

宜しいです。

内部建具／FSD-237の寸法が､建具表：W1100､収蔵庫詳細図：W900と異なります｡収蔵庫詳細図：W900を正と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

290

設計図書
A-016-25､043-1

質　　　　　　　疑

外部建具／屋根ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄのｶﾞﾗｽ面：飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼りは､紫外線ｶｯﾄﾀｲﾌﾟと考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

質疑回答8-26において､1階平面図敷地南西部に､凡例のない扉がありますが､仕様､寸法等を御指示下さい｡
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設計図書
A-011-3

宜しいです。

L-11 門扉-1同等とします。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

設計図書
A-016-29､043-4

質疑回答8-18において､車路ｽﾛｰﾌﾟの先端部土間､立上りのｺﾝｸﾘｰﾄ強度は､本体から縁が切れているため､
FC21N S18程度と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

295

設計図書
A-059､S-56

293

設計図書
A-018-1他

297

設計図書
A-008-6･018-4

2F展示ﾛﾋﾞｰAの床仕上に於いて､矩計図(4)に耐荷重性能の記載がありますが､仕上表より､耐荷重性能の仕
様は無しと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

展示ロビーAに関しては3500N/m2とします。耐荷重はS-133積載荷重図を参照ください。
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